
第8回

原子力産業協会という1956年から続く法人があります。原発に関連する企業や自治体が
会員です。ここの理事長が福島原発事故後どんなメッセージを発信してきたのか？を追い
ながらこの8年間を振り返っております。
8回目、2017年の夏頃まで。なんだか原発イケイケどんどん。
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九州電力 玄海原発3, 4号機審査書了承1月18日
（参考資料②）

玄海原子力発電所3,4号機の審査書の了承について

これで了承されたプラントは計10基となる。（中略）
現在審査中である他プラントについても、
今後の審査が円滑に進むことを期待する。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長

飯舘村、川俣町、浪江町の
居住制限区域・避難指示解除準備区域　解除3月31日

（参考資料⑥）

2016年3月9日
大津地裁が高浜3,4号機の再稼働禁止仮処分命令
2016年7月12日
大津地裁が関電の異議を退け、再稼働禁止仮処分命令

大阪高裁
関西電力 高浜3, 4号機再稼働禁止仮処分命令取り消し3月28日

（参考資料④）

関西電力高浜 3、4号機運転差止め仮処分に係る
抗告審結果をうけて

今回の判断は、
これまでの事業者の丁寧な説明が認められた結果であり、
関係された方々に敬意を表したい。
原子力発電は、電力の安定供給面に優れていることから
べースロード電源として、
また運転時にCO2を排出しないことから
地球温暖化対策に有効な電源として、
重要な役割を担いうるものであり、
今回、運転差止め仮処分が取消されたことは
大変意義のあることである。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長

富岡町の居住制限区域・避難指示解除準備区域　解除4月  1日
（参考資料⑥）

（参考資料⑤）
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最後に一言
7月には高レベル放射性廃棄物の地層処分「科学的特性マップ」公表
この時のコメントで『国民的課題として広く問いかけ、理解が得られるよう努めていかなければなら
ない』と言ってますけど、「理解」が得られるような「行動」をしてるのかがすごい疑問。
最終処分場もまだ決まらないのに、原発を再稼働して廃棄物を増やし続ける、っておかしいでしょ。
その「行動」をやめないで、『理解が得られるよう務める』ということは、つまり自分達の「行動」
が正しいというのが前提で
『理解できないお前らが悪い』
って言ってるのと同じです。
私たちはその前提がおかしいと
主張してるわけで、これじゃ
いつまでたっても議論ができ
ません。まずはその前提なしで
議論することがスタートだと
思います。
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5月24日関西電力 大飯原発3, 4号機審査書了承

参考資料
①原産協会HP　提言の発信　
　https://www.jaif.or.jp/category/message
②九州電力HP「玄海原子力発電所３、４号機の新規制基準への適合性に係る原子炉設置変更許可について」
　http://www.kyuden.co.jp/press_170118-1.html
③関西電力HP「高浜発電所３、４号機再稼動禁止仮処分命令に対する保全抗告の申立てにかかる決定について」
　https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2017/0328_2j.html
④関西電力HP「大津地方裁判所における高浜発電所３、４号機再稼動禁止仮処分申立事件の決定に対する不服申立てについて」
　https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2016/0314_2j.html
⑤関西電力HP「大津地方裁判所における高浜発電所３、４号機再稼動禁止仮処分認可決定に対する保全抗告の申立てについて」
　https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2016/0714_1j.html
⑥首相官邸HP　第４５回原子力災害対策本部会議配布資料３「原子力災害からの福島復興の進捗について」
　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/genshiryoku/dai45/
⑦関西電力HP「大飯発電所３、４号機の原子炉設置変更許可について」
　https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2017/0524_1j.html
⑧資源エネルギー庁HP「科学的特性マップ公表用サイト」
　https://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_and_gas/nuclear/rw/kagakutekitokuseimap/

（参考資料⑦）

福島県における避難指示解除にあたって

当協会としても、
風評被害をはじめとする様々な課題があることを忘れず、
引き続き、地域の皆様の声を大切に、
地元に寄り添った活動に継続して取り組むことはもとより、
復旧・復興に向かっている福島の現状を
国内外に広く発信していく所存である。

高橋明男　原産協会理事長 （参考資料①）

4月  3日

大飯発電所3, 4号機の審査書の了承について

これで了承されたプラントは計12基となり、
同社が申請していた7基すべてが了承されたことになる。（中略）
現在、他のプラントについて行われている審査についても、
今後の円滑な進展を期待する。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長

7月28日科学的特性マップ　公表

（参考資料⑧）

高レべル放射性廃棄物の地層処分に関する
「科学的特性マップ」提示について

原子力に関わる全ての関係者は、
高レべル放射性廃棄物の最終処分について
国民的課題として広く問いかけ、
理解が得られるよう努めていかなければならない。
当協会も原子力産業界一丸となって
地層処分事業の必要性などについて
情報発信や対話活動を展開してまいる所存である。

（参考資料①）高橋明男　原産協会理事長

『地層処分を行う場所を選ぶ際に
どのような科学的特性を考慮する必要があるのか、
それらは日本全国にどのように分布しているか、
といったことを分かりやすく示すもの』
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